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私は英国の下位中産階級の家庭に生まれました。当時、私の母は主婦

（現在もそうです）で、父は電気会社で働いていました（現在は電子工学

の講師を勤めています）。父はカトリック、そして母はプロテスタントの

出身です。二人とも1970年代初頭のクエーカー教会に一時影響を受けまし

たが、二人が出会う頃になると、どちらも強固な無神論者となっており、

我が家では宗教が実践されるどころか、決してそれに触れられることすら

ありませんでした。両親は、私が成長して宗教を持つことに決めるのなら

、それに異を唱えることはないと言っていました。 

私は信仰について教えられてきた訳ではありませんでしたが、幼少の

頃から神を信じていました。クリスチャンスクールで教えられてきたこと

についても、それが正しくないことになんとなく気付いていました。私は

イエスの神性や聖霊などを信じず、それらはすべて虚偽に見えましたが、

学校ではそれこそが真実であり、他のすべての宗教は間違っていると教え

込まれていたため、とても混乱していました。小さな子供は大人の言うこ

とはすべて正しいのだと信じるものですが、私は「間違ったこと」を信じ

ていることに対して罪悪感を感じたため、唯一神への信仰を自分の中だけ

にしまっておくことにしました。私はそのことについて恥じ入り、やがて

自分が異端者でなくなることを祈りました。若い頃は、「イスラーム原理

主義」への恐怖心に晒されていて、特にサルマーン・ルシュディ事件のこ

ともあり、人々の脳裏にはムスリムへの恐怖がいつもよぎっていたと思い

ます。私の通っていた小学校には、二人のムスリムの少年がいましたが、

彼らのうちの一人アリーが合同礼拝を拒否していたこと以外は、二人とも

信仰を隠していました。 



私はいつも、正しき道を示してくれるよう、神に祈り、神の助け

を                            乞い続けていました。11〜12歳の頃にな

ると、神の存在は疑う余地がなくなっており、高校生にもなると、私の抱

いていた神への信仰は間違ったものではなかったと確信し始めました。こ

の頃、私はイスラームについて全く知らず、唯一「知っていた」こととい

えば、女性をゴミのように扱う暴力的な宗教ということだけでした。私が

学校で教えられていたのは、イスラームが剣によって広められたもの（つ

まり、暴力と強制による布教がされていたということ）で、イスラームの

女性は衣服によって象徴される私有物で、ムスリムたちはムハンマド（神

の慈悲と祝福あれ）を崇拝しているということでした。私はそれに非常に

嫌悪感を抱き、マンチェスターで買い物をしていたときにムスリムを見か

けたときは（私の地域にはそれなりにムスリムがいます）、「どうしてそ

んなことを出来るのか？」と思っていました。私は本当に憤慨していたの

です。しかし、私がイスラームについて学校で教わった唯一の正しいこと

は、ムスリムが唯一神を信じていることであり、それは私がそれ以前には

全然知らなかったことでした。 

私はユダヤ教、ヒンズー教、仏教などの慣習についても調べてみまし

たが、それらはすべて人工的で矛盾に満ちたものに感じられました。しか

しある日、何が私にそうさせたのかは分かりませんが、私がこれまでに学

んできたことが正しかったのかどうかを確認したくなりました。私はムス

リムが唯一神を信じるということを聞いてはいましたが、それが正しいの

か確認しようと思いました。近所の図書館で「Elements of Islam（イス

ラームの要素）」という本をこっそり借り、ムスリム女性の項目を真っ先

に開くと、そこで発見したことに驚愕しました。それは、私がイスラーム

と女性について教えられてきたことと正反対のことが書かれており、その

内容といえば、私がこれまでに聞いたことの何よりも素晴らしいものでし

た。私はそれが真実であると直感的に分かったため、それを疑いもしませ

んでしたし、私の祈りが答えられたのだと分かりました。イスラームこそ

が、私が今までずっと探し求めてきたものだったのです。しかしこのよう

に感じることに対して、小学生時代から教え込まれてきた記憶が蘇り、罪

悪感を感じ出しました。なぜこのような「間違った」宗教を信じることな

ど出来るのか、というものです。私はイスラームが真実ではないという証

拠を探しましたが、それは不可能でした。イスラームに対して否定的なこ

とが書かれてある本は、すべて嘘だということが分かったのです。そして

イスラームに対して肯定的なことが書かれてある本は、すべて真実を語っ

ていました。 



私は自分がムスリムになるべきだと決意したものの、それを受け入れ

ることが出来ず、そのことを誰にも告げませんでした。私は入手可能な全

ての本を読み、図書館からクルアーンの英訳も借りましたが、それは中世

の英語だったため理解出来ずにいました。そのことが私を挫けさせなかっ

たのは、それはただの翻訳本であり、理解できた部分はとても気に入った

からです。私はイスラームが一生かけて取得するものであること、そして

一旦足を踏み入れれれば後戻りは出来ないことを知っていたので、完全に

確信を得る必要がありました。結局、私は1997年の1月に、とあるチャッ

トルームに偶然入り、私の人生を変える出来事が起こるまでの2年半、独

学を続けました。その（ムスリムが運営する）チャットルームでは色々な

助けを借り、2度目に入ったとき、世界中の人々が立ち会う中、シャハー

ダ（イスラーム信仰を受け入れる時に行う信仰宣言）を行ったのです。 

 


